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調査年月日 ：［ 2002年 月 日 ］
被調査者名 ：［ ］
生 年 月 日 ：［ 年 月 日 歳 ］
性 別 ：［ 男 ・ 女 ］
在 学 校 名 ：［ ］大学
現 住 所 ：［ ］
出 身 地 ：［ ］
独居か家族同居か ：［ 独居 ・ 家族と同居 ］
親 と 話 す ：［ よく話す ・ あまり話さない ］
年上の人と話す ：［ よく話す ・ あまり話さない ］
本 を 読 む ：［ よく読む ・ あまり読まない ］








１ 奥歯に物の挟まったような言い方 ［ ］ ２ 木で鼻をくくったような態度 ［ ］
３ 竹を割ったような性格 ［ ］ ４ 玉を転がすような声 ［ ］
５ 蜂の巣をつついたような騒ぎ ［ ］ ６ 苦虫を嚙みつぶしたような顔 ［ ］
７ 水を打ったようにシーンとなる。 ［ ］ ８ クモの子を散らすように逃げる。 ［ ］
９ 目を皿のようにして探す。 ［ ］ 10 火がついたように泣いている。 ［ ］
11 のどから手が出るほど欲しい。 ［ ］ 12 猫の額ほどの庭 ［ ］
13 穴のあくほど見つめる。 ［ ］ 14 家計は火の車だ。 ［ ］
15 雀の涙ほどの給料 ［ ］ 16 しらみ潰しに探す。 ［ ］
17 温室育ちのお嬢さん。 ［ ］ 18 彼はいつもからすの行水だ。 ［ ］
19 とんぼ返りで帰った。 ［ ］ 20 返事はなしのつぶてだった。 ［ ］
21 病院をたらい回しにされた。 ［ ］ 22 わたしの目は節し穴ではない。 ［ ］
23 鶴の一声で騒ぎがおさまった。 ［ ］ 24 一家の大黒柱。 ［ ］
25 ガラス張りの予算。 ［ ］ 26 芋づる式に捕まった。 ［ ］
27 下へも置かぬもてなし。 ［ ］ 28 玉の輿に乗る。 ［ ］












31 敷居が高くて入れない。 ［ ］ 32 根掘り葉掘り聞かれる。 ［ ］
33 けんもほろろの対応 ［ ］ 34 つじつまが合わない話。 ［ ］
35 道草を食って叱られる。 ［ ］ 36 しのぎを削る。 ［ ］
37 てぐすねを引いて待つ。 ［ ］ 38 水も漏らさぬ警戒 ［ ］
39 親のすねをかじる。 ［ ］ 40 うまい物に目がない。 ［ ］
41 早くけりをつけよう。 ［ ］ 42 そんなに目くじらをたてるな。 ［ ］
43 彼女は口が軽い。 ［ ］ 44 予算から足が出る。 ［ ］
45 一旦決めたらてこでも動かない人だ ［ ］ 46 図星をさされた。 ［ ］
47 一筋縄では行かない男だ。 ［ ］ 48 二の足を踏む。 ［ ］
49 あまり図に乗るな。 ［ ］
表２ 若年世代の比喩・慣用句の使用実態
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
１ 下へも置かぬ 0／ 0 0／ 0 22／36.6 38／63.3 0／ 0
２ 玉を転がす 0／ 0 0／ 0 24／40 36／60 0／ 0
３ ためつすがめつ 0／ 0 1／ 1.6 15／25 44／73.3 0／ 0
４ 木で鼻をくくる 0／ 0 1／ 1.6 25／41.6 34／56.6 0／ 0
５ ガラス張り 1／ 1.6 0／ 0 29／48.3 30／50 0／ 0
６ けんもほろろ 0／ 0 2／ 3.3 22／36.6 34／56.6 2／ 3.3
７ クモの子を散らす 1／ 1.6 1／ 1.6 36／60 21／35 1／ 1.6
８ 苦虫を嚙み潰す 1／ 1.6 1／ 1.6 38／63.3 19／31.6 1／ 1.6
９ 水も漏らさぬ 0／ 0 2／ 3.3 39／65 19／31.6 0／ 0
10 なしのつぶて 0／ 0 3／ 5 26／43.3 30／50 1／ 1.6
11 猫の額 2／ 3.3 2／ 3.3 37／61.6 18／30 1／ 1.6
12 蜂の巣をつつく 0／ 0 4／ 6.6 48／80 8／13.3 0／ 0
13 目を皿のようにする 0／ 0 5／ 8.3 44／73.3 11／18.3 0／ 0










15 竹を割る 3／ 5 2／ 3.3 43／71.6 12／20 0／ 0
16 奥歯に物が挟まる 0／ 0 5／ 8.3 47／78.3 7／11.6 1／ 1.6
17 足が出る 1／ 1.6 6／10 36／60 17／28.3 0／ 0
18 火がつく 1／ 1.6 6／10 43／71.6 10／16.6 0／ 0
19 てぐすねを引く 2／ 3.3 6／10 24／40 27／45 1／ 1.6
20 鶴の一声 1／ 1.6 7／11.6 37／61.6 14／23.3 1／ 1.6
21 雀の涙 3／ 5 7／11.6 40／66.6 9／15 1／ 1.6
22 二の足を踏む 5／ 8.3 8／13.3 36／60 10／16.6 1／ 1.6
23 温室育ち 3／ 5 10／16.6 36／60 8／13.3 3／ 5
24 うだつがあがらない 3／ 5 11／18.3 28／46.6 17／28.3 1／ 1.6
25 穴のあく 3／ 5 11／18.3 38／63.3 7／11.6 1／ 1.6
26 からすの行水 2／ 3.3 13／21.6 28／46.6 13／21.6 4／ 6.6
27 とんぼ返り 3／ 5 13／21.6 39／65 2／ 3.3 3／ 5
28 火の車 4／ 6.6 12／20 37／61.6 3／ 5 4／ 6.6
29 敷居が高い 4／ 6.6 16／26.6 25／41.6 14／23.3 1／ 1.6
30 一筋縄では行かない 8／13.3 13／21.6 35／58.3 3／ 5 1／ 1.6
31 てこでも動かない 2／3.3 22／36.6 32／53.3 2／ 3.3 2／ 3.3
32 目くじらを立てる 4／ 6.6 20／33.3 32／53.3 1／ 1.6 3／ 5
33 しのぎを削る 7／11.6 17／28.3 28／46.6 7／11.6 1／ 1.6
34 しらみ潰し 7／11.6 18／30 30／50 1／ 1.6 4／ 6.6
35 芋づる式 10／16.6 16／26.6 27／45 6／10 1／ 1.6
36 たらい回し 4／ 6.6 25／41.6 27／45 1／ 1.6 3／ 5
37 のどから手が出る 10／16.6 23／38.3 25／41.6 1／ 1.6 1／ 1.6
38 根掘り葉掘り 10／16.6 24／40 21／35 3／ 5 2／ 3.3
39 道草を食う 18／30 20／33.3 10／16.6 3／ 5 9／15
40 図星をさす 23／38.3 21／35 12／20 3／ 5 1／ 1.6
41 玉の輿 16／26.6 29／48.3 12／20 2／ 3.3 1／ 1.6
42 節し穴 12／20 33／55 12／20 2／ 3.3 1／ 1.6
43 図に乗る 23／38.3 25／41.6 9／15 1／ 1.6 2／ 3.3
44 大黒柱 21／35 28／46.6 11／18.3 0／ 0 0／ 0
45 目がない 20／33.3 32／53.3 7／11.6 0／ 0 1／ 1.6
46 けりをつける 28／46.6 25／41.6 6／10 0／ 0 1／ 1.6
47 親のすねをかじる 18／30 36／60 6／10 0／ 0 0／ 0
48 つじつまが合わない 25／41.6 32／53.3 3／ 5 0／ 0 0／ 0






































Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
１ 玉を転がす 2／ 3.3 10／16.6 39／65 3／ 5 6／10
２ ためつすがめつ 4／ 6.6 11／18.3 32／53.3 9／15 4／ 6.6
３ 木で鼻をくくる 5／ 8.3 18／30 27／45 7／11.6 3／ 5
４ 下へも置かぬ 14／23.3 15／25 24／40 5／ 8.3 2／ 3.3
５ クモの子を散らす 8／13.3 25／41.6 19／31.6 3／ 5 5／ 8.3
６ 水を打つ 13／21.6 22／36.6 23／38.3 0／ 0 2／ 3.3
７ 蜂の巣をつつく 9／15 29／48.3 19／31.6 0／ 0 3／ 5
８ 温室育ち 17／28.3 23／38.3 15／25 1／ 1.6 4／ 6.6
９ 苦虫を嚙み潰す 14／23.3 26／43.3 13／21.6 2／ 3.3 5／ 8.3
10 水も漏らさぬ 20／33.3 21／35 16／26.6 1／ 1.6 2／ 3.3
11 雀の涙 15／25 26／43.3 15／25 0／ 0 4／ 6.6
12 火がつく 13／21.6 28／46.6 15／25 0／ 0 4／ 6.6
13 ガラス張り 13／21.6 28／46.6 17／28.3 0／ 0 2／ 3.3
14 芋づる式 15／25 27／45 18／30 0／ 0 0／ 0
15 道草を食う 15／25 28／46.6 12／20 0／ 0 5／ 8.3
16 鶴の一声 17／28.3 26／43.3 15／25 0／ 0 2／ 3.3
17 しらみ潰し 22／36.6 22／36.6 13／21.6 0／ 0 3／ 5
18 竹を割る 17／28.3 28／46.6 12／20 0／ 0 3／ 5
19 目を皿のようにする 18／30 27／45 14／23.3 1／ 1.6 0／ 0
20 図星をさす 18／30 26／43.3 12／20 1／ 1.6 3／ 5
21 てぐすねを引く 14／23.3 31／51.6 15／25 0／ 0 0／ 0
22 けんもほろろ 21／35 24／40 8／13.3 2／ 3.3 5／ 8.3
23 なしのつぶて 20／33.3 27／45 11／18.3 0／ 0 2／ 3.3
24 からすの行水 21／35 26／43.3 8／13.3 0／ 0 5／ 8.3
25 奥歯に物が挟まる 21／35 27／45 11／18.3 0／ 0 1／ 1.6
26 たらい回し 25／41.6 23／38.3 10／16.6 0／ 0 2／ 3.3
27 敷居が高い 25／41.6 24／40 8／13.3 0／ 0 3／ 5
28 穴のあく 19／31.6 30／50 11／18.3 0／ 0 0／ 0
29 節し穴 16／26.6 33／55 10／16.6 0／ 0 1／ 1.6
30 うだつがあがらない 23／38.3 28／46.6 7／11.6 0／ 0 2／ 3.3
31 二の足を踏む 16／26.6 35／58.3 7／11.6 1／ 1.6 1／ 1.6
32 火の車 26／43.3 25／41.6 8／13.3 0／ 0 1／ 1.6
33 一筋縄では行かない 23／38.3 28／46.6 7／11.6 0／ 0 2／ 3.3
34 のどから手が出る 24／40 27／45 8／13.3 0／ 0 1／ 1.6
35 てこでも動かない 22／36.6 29／48.3 7／11.6 0／ 0 2／ 3.3
36 猫の額 27／45 24／40 4／ 6.6 1／ 1.6 4／ 6.6
37 玉の輿 25／41.6 28／46.6 6／10 0／ 0 1／ 1.6
38 しのぎを削る 26／43.3 27／45 6／10 0／ 0 1／ 1.6
39 足が出る 27／45 26／43.3 6／10 0／ 0 1／ 1.6
40 目くじらを立てる 29／48.3 24／40 5／ 8.3 0／ 0 2／ 3.3
41 根掘り葉掘り 26／43.3 27／45 4／ 6.6 0／ 0 3／ 5





























43 とんぼ返り 27／45 27／45 5／ 8.3 0／ 0 1／ 1.6
44 目がない 33／55 21／35 5／ 8.3 0／ 0 1／ 1.6
45 親のすねをかじる 35／58.3 21／35 3／ 5 0／ 0 1／ 1.6
46 図に乗る 31／51.6 25／41.6 3／ 5 0／ 0 1／ 1.6
47 大黒柱 29／48.3 27／45 3／ 5 0／ 0 1／ 1.6
48 口が軽い 33／55 27／45 0／ 0 0／ 0 0／ 0







































数 ％ 数 ％ 計 ％
Ａ 352 6.0 1004 17.0 1356 23.0
Ｂ 631 10.7 1230 21.0 1861 31.7
Ｃ 1345 22.9 562 9.6 1907 32.5
Ｄ 551 9.4 37 0.6 588 10.0









































































Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
１ 奥歯に物が挟まる：
若 年 0／ 0 5／ 0 19／28 5／ 2 1／ 0
中高年 9／12 13／14 8／ 3 0／ 0 0／ 1
２ 木で鼻をくくる：
若 年 0／ 0 0／ 1 11／14 19／15 0／ 0
中高年 3／ 2 11／ 7 10／17 5／ 2 1／ 2
３ 竹を割る：
若 年 2／ 1 2／ 0 18／25 8／ 4 0／ 0
中高年 9／ 8 13／15 8／ 4 0／ 0 0／ 3
４ 玉を転がす：
若 年 0／ 0 0／ 0 11／13 19／17 0／ 0
中高年 1／ 1 4／ 6 21／18 3／ 0 1／ 5
５ 蜂の巣をつつく：
若 年 0／ 0 3／ 1 20／28 7／ 1 0／ 0
中高年 6／ 3 14／15 10／ 9 0／ 0 0／ 3
６ 苦虫を嚙み潰す：
若 年 1／ 0 0／ 1 15／23 13／ 6 1／ 0
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中高年 8／ 6 12／14 7／ 6 2／ 0 1／ 4
７ 水を打つ：
若 年 2／ 1 1／ 1 24／26 3／ 2 0／ 0
中高年 6／ 7 12／10 12／11 0／ 0 0／ 2
８ クモの子を散らす：
若 年 1／ 0 0／ 1 16／20 12／ 9 1／ 0
中高年 5／ 3 11／14 10／ 9 3／ 0 1／ 4
９ 目を皿のようにする：
若 年 0／ 0 2／ 3 19／25 9／ 2 0／ 0
中高年 9／ 9 13／14 8／ 6 0／ 1 0／ 0
10 火がつく：
若 年 0／ 1 3／ 3 21／22 6／ 4 0／ 0
中高年 5／ 8 15／13 8／ 7 0／ 0 2／ 2
11 のどから手が出る：
若 年 6／ 4 9／14 14／11 1／ 0 0／ 1
中高年 12／12 14／13 4／ 4 0／ 0 0／ 1
12 猫の額：
若 年 1／ 1 0／ 2 15／22 13／ 5 1／ 0
中高年 13／14 12／12 2／ 2 1／ 0 2／ 2
13 穴のあく：
若 年 2／ 1 3／ 8 19／19 5／ 2 1／ 0
中高年 8／11 13／17 9／ 2 0／ 0 0／ 0
14 火の車：
若 年 3／ 1 3／ 9 19／18 2／ 1 3／ 1
中高年 12／14 13／12 5／ 3 0／ 0 0／ 1
15 雀の涙：
若 年 2／ 1 4／ 3 18／23 5／ 3 1／ 0
中高年 7／ 8 12／14 11／ 4 0／ 0 0／ 4
16 しらみ潰し：
若 年 4／ 3 7／10 17／14 0／ 1 2／ 2
中高年 11／11 12／10 5／ 8 0／ 0 2／ 1
17 温室育ち：
若 年 3／ 0 4／ 6 15／21 6／ 2 2／ 1
中高年 7／10 10／13 10／ 5 1／ 0 2／ 2
18 からすの行水：
若 年 1／ 1 2／11 14／14 10／ 3 3／ 1
中高年 10／11 12／14 7／ 1 0／ 0 1／ 4
19 とんぼ返り：
若 年 3／ 0 6／ 7 18／21 2／ 0 1／ 2
中高年 12／15 16／11 2／ 3 0／ 0 0／ 1
20 なしのつぶて：
若 年 0／ 0 1／ 2 11／15 17／13 1／ 0
中高年 11／ 9 13／14 5／ 6 0／ 0 1／ 1
21 たらい回し：
若 年 4／ 0 6／19 18／ 9 1／ 0 1／ 2
中高年 11／14 12／11 7／ 3 0／ 0 0／ 2
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22 節し穴：
若 年 7／ 5 16／17 5／ 7 2／ 0 0／ 1
中高年 7／ 9 17／16 5／ 5 0／ 0 1／ 0
23 鶴の一声：
若 年 1／ 0 2／ 5 17／20 9／ 5 1／ 0
中高年 7／10 14／12 9／ 6 0／ 0 0／ 2
24 大黒柱：
若 年 11／ 9 14／14 5／ 7 0／ 0 0／ 0
中高年 14／15 12／15 3／ 0 0／ 0 1／ 0
25 ガラス張り：
若 年 1／ 0 0／ 0 12／17 17／12 0／ 0
中高年 9／ 4 9／19 10／ 7 0／ 0 2／ 0
26 芋づる式：
若 年 5／ 4 8／ 8 14／16 2／ 4 1／ 0
中高年 8／ 7 14／13 8／10 0／ 0 0／ 0
27 下へも置かぬ：
若 年 0／ 0 0／ 0 10／12 20／18 0／ 0
中高年 8／ 6 7／ 8 10／14 4／ 1 1／ 1
28 玉の輿：
若 年 7／ 9 10／18 11／ 2 2／ 0 0／ 1
中高年 10／15 15／13 4／ 2 0／ 0 1／ 0
29 うだつがあがらない：
若 年 2／ 1 5／ 6 13／15 9／ 8 1／ 0
中高年 14／ 9 12／16 4／ 3 0／ 0 0／ 2
30 ためつすがめつ：
若 年 0／ 0 1／ 0 6／ 9 23／21 0／ 0
中高年 3／ 1 4／ 7 15／17 6／ 3 2／ 2
31 敷居が高い：
若 年 2／ 2 5／11 14／11 9／ 5 0／ 1
中高年 12／13 13／11 4／ 4 0／ 0 1／ 2
32 根掘り葉掘り：
若 年 4／ 6 8／16 14／ 7 3／ 0 1／ 1
中高年 11／15 15／12 2／ 2 0／ 0 2／ 1
33 けんもほろろ：
若 年 0／ 0 0／ 2 8／14 20／14 2／ 0
中高年 13／ 8 9／15 5／ 3 2／ 0 1／ 4
34 つじつまが合わない：
若 年 10／15 18／14 2／ 1 0／ 0 0／ 0
中高年 18／19 12／11 0／ 0 0／ 0 0／ 0
35 道草を食う：
若 年 8／10 10／10 6／ 4 2／ 1 4／ 5
中高年 6／ 9 15／13 7／ 5 0／ 0 2／ 3
36 しのぎを削る：
若 年 5／ 2 8／ 9 13／15 3／ 4 1／ 0








若 者 0／ 2 2／ 4 13／11 14／13 1／ 0
中高年 6／ 8 17／14 7／ 8 0／ 0 0／ 0
38 水も漏らさぬ：
若 年 0／ 0 1／ 1 19／20 10／ 9 0／ 0
中高年 13／ 7 11／10 6／10 0／ 1 0／ 2
39 親のすねをかじる：
若 年 9／ 9 17／19 4／ 2 0／ 0 0／ 0
中高年 15／20 13／ 8 2／ 1 0／ 0 0／ 1
40 目がない：
若 年 9／11 16／16 4／ 3 0／ 0 1／ 0
中高年 15／18 9／12 5／ 0 0／ 0 1／ 0
41 けりをつける：
若 年 15／13 11／14 4／ 2 0／ 0 0／ 1
中高年 18／16 9／11 3／ 3 0／ 0 0／ 0
42 目くじらを立てる：
若 年 2／ 2 8／12 17／15 1／ 0 2／ 1
中高年 13／16 13／11 3／ 2 0／ 0 1／ 1
43 口が軽い：
若 年 20／22 9／ 8 1／ 0 0／ 0 0／ 0
中高年 14／19 16／11 0／ 0 0／ 0 0／ 0
44 足が出る：
若 年 1／ 0 1／ 5 19／17 9／ 8 0／ 0
中高年 13／14 12／14 4／ 2 0／ 0 1／ 0
45 てこでも動かない：
若 年 1／ 1 10／12 16／16 1／ 1 2／ 0
中高年 9／13 16／13 4／ 3 0／ 0 1／ 1
46 図星をさす：
若 年 13／10 10／11 5／ 7 2／ 1 0／ 1
中高年 9／ 9 12／14 7／ 5 1／ 0 1／ 2
47 一筋縄では行かない：
若 年 5／ 3 9／ 4 14／21 1／ 2 1／ 0
中高年 11／12 14／14 4／ 3 0／ 0 1／ 1
48 二の足を踏む：
若 年 3／ 2 3／ 5 18／18 5／ 5 1／ 0
中高年 7／ 9 18／17 4／ 3 1／ 0 0／ 1
49 図に乗る：
若 年 11／12 13／12 4／ 5 1／ 0 1／ 1
























［２ ４ ⑦ ? ? 13 ? 15 ? ? ? 24 ? 27 ? 30
? ? ? ? 38 ? 40 ? ? ? ? ? ? ? ?］
31若者
中高年 29［５ ⑦ ９ ? ? 12 ? ? ? 20 ? ? ? 31 32 ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 47 ? ?］
［ ○印 のもの ］22若・中高年共性差無















若年男 若年女 中高年男 中高年女
数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
Ａ 187 3.2 165 2.8 490 8.3 514 8.8
Ｂ 276 4.7 355 6.0 608 10.4 622 10.6
Ｃ 640 10.9 705 12.0 308 5.2 254 4.3
Ｄ 528 9.0 223 3.8 29 0.5 8 0.1






































読む 読まない 読む 読まない
数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
Ａ 198 3.4 154 2.6 730 12.6 240 4.1
Ｂ 247 4.2 384 6.6 799 13.8 393 6.8
Ｃ 577 9.9 768 13.2 345 6.0 199 3.4
Ｄ 175 3.0 376 6.? 5 0.08 28 0.5
Ｅ 32 0.5 30 0.5 81 1.4 14 0.2
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て理解度は非常に良い。使用度・理解度の低い若年世代と使用度・理解度の高い中高年世代といっ
た明確な世代の差が明らかになっている。
性差に関しては，比喩・慣用句を個別的に見ると性差のないものの方が多い。しかし，性差のあ
るものを観察すると，若年では男の方が女より使用度や理解度が低い傾向にあり，中高年でも女よ
り男の方が使用度や理解度がやや低いという結果が出ている。
読書量に関しては，若年・中高年共に本を「読まない」人の方が比喩・慣用句を使わないし，意
味もわからないと答えた比率が高い。つまり，読書量が少なければ比喩・慣用句の使用度・理解度
も低くなるという結果が数値上でも実証されている。
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